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「グシュメーシュヴァラ・
ジョーティルリンガ」の縁起譚
─『シヴァ・プラーナ』第 4 巻
「コーティ・ルドラ・サンヒター」第32章和訳─
山　口　しのぶ
１ ．はじめに
　『シヴァ・プラーナ』 第 4 巻「コーティ・ルドラ・サンヒター」
には、「ジョーティルリンガ」（ ）と呼ばれ
るリンガを本尊とする12の寺院の縁起が述べられており1）、そのうち第
32章および第33章は「グシュメーシュヴァラ（ ）・ジョーティ
ルリンガ」の縁起譚に充てられている。グシュメーシュヴァラ・ジョー
ティルリンガは、現在マハーラーシュトラ州に存在する「グリシュネー
シュヴァル（ ）・ジョーティルリンガ」を指す2）。
　『シヴァ・プラーナ』に述べられるグシュメーシュヴァラ・ジョーティ
ルリンガの縁起は以下のとおりである。
　夫スダルマーと妻スデーハーはシヴァ神の信者であったが、子供
ができなかった。妻に説得され、夫スダルマーは妻の妹グシュマー
を 2 番目の妻とする。第 2 の妻グシュマーは101個の土製のリンガ
を作って礼拝し、それらを池に投げ入れた。それに満足したシヴァ
神の慈悲により、彼女は息子を得ることができた。しかしながら姉
スデーハーは妹に嫉妬するようになった（以上『シヴァ･ プラーナ』 
第 4 巻『コーティ・ルドラ・サンヒター』第32章要約）。
　スダルマーは妹の息子を殺して体を切り刻み、かつて妹がリンガ
を投げ入れた池に息子の身体を投げ入れた。グシュマーが礼拝した
リンガを持って池に行きシヴァの名前を唱えると、息子は生き返っ
た。姿を現したシヴァ神に、妹は「姉を守ってほしい、彼女の罪が
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灰になるようにしてほしい」と願い、さらにシヴァ神にこの地に留
まるよう頼んだ。シヴァは自分のリンガが「グシュメーシュヴァラ」
と呼ばれ、この池は「シヴァ神の住処」（śivālaya）と呼ばれるだ
ろうと語った（以上第33章要約）。
　以上が「グシュメーシュヴァラ・ジョーティルリンガ」の縁起である
が、本稿においてはその前半部分第32章の和訳を試みた。和訳の際底本
としたのは、以下の刊本である3）。
　
　以下にテキストと和訳を示す。
２ ．『シヴァ･ プラーナ』「コーティ・ルドラ・サンヒター」
第3２章和訳
スータが言った。
さて、これからグシュメーシャ・ジョーティルリンガについて語ろう。
そのすばらしい偉大さについて、優れたリシたちよ、聞きなさい。
南方の場所には「デーヴァ4）」という名の非常に美しい丘があり
偉大な輝きをそなえた驚くべきその姿は、常に光を放っていた。
まさにその丘の近くに、バラドゥヴァージャ5） の一族出身の
ブラフマンについてよく理解した、スダルマーという名の賢者が住ん
でいた。
─ 115 ─
（　57　）
彼の愛するスデーハーは、シヴァ神の崇拝に熱中し
常に夫の世話を第一と考え、家事にも長けていた。
優れたバラモンのスダルマーは、神を供養し客人をもてなした。
常にヴェーダの道を第一と考え、アグニ神への奉仕（ホーマ）に専心
した。
日に 3 度のサンディヤー儀礼6）を行い、彼は太陽のように輝いていた。
またヴェーダとシャーストラに熟達した彼は、弟子たちを教授した。 
最上の施主である彼は富を持ち、また善良な人柄のシヴァ信者であり
シヴァ神の礼拝に常に喜びを感じ、［他の］シヴァ神の信徒たちに愛さ
れた。
［バラモンとしての］任務を遂行し、彼の人生の長い年月が経ったが
彼には息子は授からず、息子のいない妻とともに季節が過ぎたのだった。
物事について理解していた彼は、そのことで苦しむことはなかった。
「自身を救うのはアートマンであり、自身を浄化するのもアートマン
である」
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そのように心を定めたので、彼は苦しむことはなかった。
一方妻のスデーハーは、息子が生まれないことに苦しんだ。
彼女は息子が生まれるという目的のため、努力がむくわれることを
すべての知識に熟達した自分の夫に、常に頼んでいた。
7）
その時彼は妻を非難して［言った。］「息子が何をしてくれるのか。
誰が母で、誰が父、誰が息子で誰が親戚、そして誰が恋人なのか。
妻よ、誰もが三世において自分の利益だけを一番に考えており、これ
については疑いがない。
おまえはすぐれた智恵をもってそれを知り、悲しんではならない。
だから妻よ、おまえは確実に苦しみを捨てなさい。
品格のある振る舞いをする者よ、おまえは私にそのようにずっと言い
続けるな。」
神への祈りに熱中する者は、そのように妻をなだめた後
大変満足し、相反する二者（息子が生まれるか否か）から生ずる苦し
みを打ち捨てた。
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ある時スデーハーは隣人の家におしゃべりをしに行ったが
そこで隣人と会った彼女は言い争いになってしまった。
妻はその友人に、女性の本来の性質という点で非難された。
賢明でありたいと思うスデーハーは、ひどい言葉でなじられた。
［隣人の］妻は言った。
「息子のいない人よ、あなたはなぜ威張っているの。私には息子がい
るわ。
私の財産は息子が受け継ぐけれど、あなたの財産は誰が受け継ぐとい
うの。
きっとあなたの財産は、王様が召し上げてしまうのは疑いがない。
子どものできない女よ。あなたは哀れだ。あなたの財産もあなたのプ
ライドも愚かしい。」
スータは言った。
彼女らに非難され苦しんだ妻は、家に戻り
言われたすべてのことを注意深く夫に話した。
─ 112 ─
（　60　）
その時もかの賢明なバラモンは苦しまなかった。［そして言った。］
「愛する者よ、言いたい事は言わせておけ。なるようになるだろう。」
その時、夫によってそのように何度もなぐさめられたが
それでも彼女は苦しみを捨てられず、なされたことを主張した。
スデーハーは言った。
「あなたは私の大切な方です。なんとかして息子が授かりますように。
最上の人よ。そうでなければ、私は死にます。」
スータは言った。
最上のバラモンであるスダルマーは、彼女がそのように言うのを聞き
彼女の頑固な主張にうんざりして、心でシヴァ神を想起した。
［シヴァ神の想起により］迷いがなくなったバラモンは、祭火の前に
二輪の花を落とし
右側の花が息子を与えてくれる花だと心で思った。
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そのように賭けて、かのバラモンは妻に言った。
「息子という果を得るために、お前はその二輪の花のうち一輪を取り
なさい。」
その時彼女は「私には必ず息子が生まれるだろう」と心で思い
「主人が［息子が生まれると］思った花よ、私のところに来い」と［言っ
た。］
8）
そのように言って、その時彼女はシヴァ神に敬礼し
礼拝をした後、祭火に願って一輪の花を取った。
シヴァ神の望みから生まれた迷いにより
かのスデーハーは、夫が考えたその花を取ることはできなかった。
それを見て男はため息をもらし
シヴァ神の蓮華のような足元を思い出し、自分の［息子を］望む［妻］
に言った。
スダルマーは言った。
「自在神によりすべては決められているのだ。他のことがどうして起
ころうか。
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愛する者よ、お前は望みを捨て主の礼拝をしなさい。」
そのように言い、かの賢者みずからは望みを捨て
［自らのバラモンとしての］なすべき仕事を喜び、シャンカラの瞑想
に夢中になった。
［一方］かのスデーハーは頑固にも、みずからの望みから解放されず
おじぎをして頭上で合掌し、愛情をこめて夫に言い返した。
スデーハーは言った。
「私には息子は生まれません。お願いですからもう一人妻を娶ってく
ださい。
その方には確実に息子が生まれることは疑いがありません。」
スータは言った。
その時［妻に］願われた、シヴァ神を尊崇し務めに専心するバラモンは
自分の愛するかのスデーハーに言った。
スダルマーは言った。
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「お前の苦しみも私の苦しみも必ず消えるだろう。
だから愛する者よ、今は私の務めの邪魔をするな。」
スータは言った。
するとこのようにしかられた彼女は、自分の母親の娘（自分の妹）を
家に連れてきて夫に言った。「この娘を娶ってください。」
　
スダルマーは言った。
「わたしの愛する者よ、今またそんなことを言って。
しかしもし［その妹との間に］息子が生まれたら、お前は嫉妬するだ
ろう。」
スータは言った。
再生族の者たちよ、夫からこのように言われ、彼が愛するスデーハー
は両手を合わせて、夫のスダルマーに再び言った。
「再生族の中の最も優れた方よ、私は妹に嫉妬などいたしません。
息子が生まれるように、どうかこの妹を娶ってください。お願いです。」
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スダルマーが愛する者にこのように頼まれ、かの再生者（スダルマー）は
結婚の儀軌にしたがって、［妹である］そのグシュマーを妻に迎えたの
だった。
そして再生者は彼女（グシュマー）と結婚し、さらに姉に頼んだ。
「この者はお前の妹だ。罪なき者、愛する者よ、常に彼女の面倒を見
なさい。」
シヴァ神を尊崇し信仰心のあるスダルマーは、このように言って
みずからの義務を適切に、また速やかに行った。
彼女（スデーハー）もまた、その妹に召使いのように仕えた。
敵意を捨て、昼も夜も愛する妹の世話をした。
［もう一人の］妻である妹もまた、姉が［夫からの依頼を］了承した
ことを受けとめ
すぐに101個の土製［のリンガ］を作った。
［妹の］グシュマーは、先に［101個のリンガに対し］もてなしの供養
を伴った儀礼を行い
近くの池にそれら［のリンガ］を投げ入れた。
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そのように彼女はその［シヴァ神の］礼拝の規則にしたがい、［シヴァ
神を］送りだしたり
再び迎えたりしながら、自らの望みを叶えてくれるシヴァ神の供養を
常に行った。
彼女のシヴァ神への供養は常に行われ、10万回が成就したが
それは一切の望んだ結果を与えてくれる［回数であった］。
シャンカラの慈悲により彼女には息子が生まれた。
［その息子は］美しく、幸運に恵まれ、すばらしい性質の持ち主だった。
ダルマを知るかの最上のバラモン（スダルマー）は、その子を見て大
いに喜んだ。
執着しない者、知識とダルマを最終目的とする者は、幸福を享受した。
一方スデーハーは、嫉妬ですさまじい顔になった。
彼女の心は最初は落ち着いていたが、再び剣のように［鋭く尖った］。
それから後、苦しみを与えるような蔑むべき行ないが生じた。
優れた賢者たちよ、そのことについて心して聞け。
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‑
　以上が、『吉祥なシヴァ・マハ ・ープラーナ』第 4 巻「コーティ・ルドラ・
サンヒター」中の「グシュメーシュヴァラ［・ジョーティルリンガ］の
偉大さ」における「スデーハーとスダルマーの所行の話」と名づける第
32章である。
　
注
1 ） Śivapurān
・
a, Kotirudrasam
・
hitā, Ch.14-Ch.33。なおCh.1にはJyotirlin・gaとUpalin・ga 
の名称などが述べられ、同プラーナ第 3 巻 Śatarudrasam
・
hitā, Ch.24にも12ジョー
ティルリンガについて言及されている。
2 ） マハーラーシュトラ州に現存するグリシュネーシュヴァル・ジョーティルリン
ガについては、（山口 2008）（山口 2011）参照。また ‘ghr
・
s
・
n
・
eśvara' の名称の由来
について、Tourist Publication ed. Bhagwan Shankar ke 12 Jyotirlin･ gom
・
 kī kathā, 
Aurangabad（出版年不明）には、次の記述がある。シヴァの妃パールヴァティー
女神が、sindūra（赤い粉）、kun・kuma（黄色い粉）と Śivālaya の水を左手に載
せ、右手で「擦り合わせる」（サンスクリットの語根は√ ghr
・
s
・
）と、それらがリ
ンガに変わった。これ以来彼女はそのリンガを「摩擦［から生じた］シヴァ神」
（ghr
・
s
・
n
・
eśvara）と呼んだ。また（Vitekar 1991： 8 ）にも類似の言及がある。
3 ） サンスクリット版本として他に Śrīśivamahāpurān
・
am, Nag Publisher, 1981も参
照したが、筆者の所有する版、およびインド、プネー市のバンダルカル東洋学研
究所図書館が所蔵する版とも本稿で和訳した第32章のうち第34偈～第52偈を欠い
ていたため、Caukhamba 版を底本とし、Nag Publisher 版に掲載されている部
分のみと比較対照した。なお英訳としては、The Śiva-Purān
・
a, part 3, （Ancient 
Indian Tradition and Mythology, vol.3）, Motilal Banarsidass, 1988, Delhi を、さ
らにヒンディー語訳としては Śivamahāpurān
・
a, Khemarāja Śrīkr
・
s
・
n
・
adās Prakāśan, 
Mumbai, 1999を参照した。
4 ） M. Monier-Williams, A Sanskrit-English Dictionary および（Dave 1970：47）に 
よれば、'devagiri’ は Daulatāvād の名称である。現在 Gr
・
s
・
n
・
eśvar 寺院のあるマハー
ラーシュトラ州 Ellora 地区付近には、Daulatāvād と呼ばれる丘が存在し、この偈
の devagiri はその地域を指すと考えられる。
5 ） Bharadvāja とは（Stutley 1986：42）によれば、古代のアーリヤ系の牧畜を営
む民族の名称であり、またその一族で聖仙（r
・
s
・
i）となった者の名称を指す。さ
らに bharadvāja は ‘bhara dvā-jam'（ 2 人の父から生れた）という意味で、 2 人
の父 Utathya および Br
・
haspati と母 Mamatā の子とされる。一方（Mani 1975：
117-118）では、プラーナ文献において有名な Bharadvāja は、 2 人の父を持つ
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Bharadvāja とは別人で、プラーナ文献に登場する Bharadvāja はインドラから長
寿をさずかりヴェーダの学習に生涯を捧げたという。
6 ） バラモンが一日の昼と夜の「継ぎ目」（sam
・
dhyā）、すなわち「夜明け」（prātas）、
「正午」（madhyāhna）、「日の入り」（sāyam
・
）に行う儀礼であり、ヴェーダの神々
への礼拝、ガーヤトリー・マントラの読誦等が行われる。また（Kane 1977：
1121）によれば近年の sam
・
dhyā 儀礼テキストにはヴェーダ起源でない nyāsa（布置）
も含まれる。
7 ） Caukhamba版ではbadhuśとなっているが、Nag Publisher版のbandhuśをとる。
8 ） Caukhamba 版では cāgni となっているが、Nag Publisher 版の cāgnim
・
をとる。
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